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郭
店
楚
簡

『
太
一
生
水
』

一
九
九
三
年
冬
、
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
の
号
楚
墓
よ
り
八
〇

0
余
枚
の
竹
簡
が
出
土
し
、
そ
の
中
の
七
三

0
枚
に
文
字
が
記
さ

れ
て
い
た
。
郭
店
一
号
楚
墓
は
春
秋
•
戦
国
期
の
楚
の
国
都
・
郡
（
紀

南
城
）
の
近
郊
に
位
置
す
る
楚
の
貴
族
の
墓
陵
地
の
中
に
あ
り
、

竹
簡
が
記
す
文
字
は
、
い
わ
ゆ
る
先
秦
の
古
文
に
属
す
る
楚
系
文

字
で
あ
る
。
副
葬
品
の
中
に
墓
主
や
下
葬
年
代
を
特
定
す
る
手
掛

か
り
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
副
葬
品
の
様
式
変
化
に
よ
る
編

年
か
ら
、
中
国
の
研
究
者
は
そ
の
造
営
時
期
を
戦
国
中
期
（
前
三

四
二

S
前
二
八
二
年
）
の
後
半
、
前
三

0
0
年
頃
と
推
定
し
て
い

る（注
1)°

副
葬
品
の
中
に
は
「
東
宮
之
師
」
と
刻
む
耳
杯
が
あ
り
、

こ
の
点
か
ら
墓
主
は
楚
の
太
子
の
教
育
係
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
副
葬
品
中
に
は
君
主
が
高
齢
者
に
下
賜
す
る
鳩
杖
も

含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
墓
主
は
七
十
歳
を
超
す
高
齢
だ
っ
た
と
推

と

測
さ
れ
て
い
る
（
注
2
)
0

中
国
の
考
古
学
者
が
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
を
前
三

0
0
年
頃

と
推
定
し
た
の
は
、
副
葬
品
か
ら
前
三
一
六
年
の
造
営
で
あ
る
と

確
認
さ
れ
た
包
山
二
号
墓
を
含
め
、
周
辺
の
多
く
の
楚
墓
か
ら
出

土
し
た
副
葬
品
の
分
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
編
年
に
基
づ
く
。
こ

の
よ
う
に
豊
富
な
資
料
を
用
い
た
考
古
学
的
編
年
に
基
づ
く
年
代

比
定
は
、
ほ
ぼ
動
か
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

出
土
し
た
楚
簡
は
荊
州
市
博
物
館
や
荊
門
市
博
物
館
の
研
究
者

の
手
に
よ
っ
て
解
読
・
整
理
さ
れ
、
写
真
と
釈
文
を
収
め
た
『
郭
店

楚
墓
竹
簡
』
が
一
九
九
八
年
五
月
に
文
物
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
竹
簡
は
、
竹
簡
の
形
状
や
書
体
の
差
異
、
及

び
内
容
な
ど
か
ら
、
次
の
十
六
種
の
文
献
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

①
『
老
子
』
甲
・
乙
•
丙
②
『
太
一
生
水
』
③
『
細
衣
』

④
『
魯
穆
公
問
子
思
』
⑤
『
窮
達
以
時
』
⑥
『
五
行
』

⑦
『
唐
虞
之
道
』
⑧
『
忠
信
之
道
』
⑨
『
成
之
聞
之
』

『
老
子
』

の
道

浅

野

裕

(1) 
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⑩
『
尊
徳
義
』
⑪
『
性
自
命
出
』
⑫
『
六
徳
』
⑬
『
語

叢
』
一
⑭
『
語
叢
』
一
⑮
『
語
叢
』
三
⑯
『
語
叢
』

四
こ
の
中
、
①
と
②
は
道
家
系
統
の
著
作
、
③
か
ら
⑫
の
十
篇
は

儒
家
系
統
の
著
作
、
⑬
か
ら
⑯
は
楚
の
東
宮
の
師
だ
っ
た
墓
主
が

太
子
の
教
育
用
に
編
集
し
た
格
言
集
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論
で
は
、
こ
れ
ら
郭
店
楚
簡
の
中
、
特
に
『
太
一
生
水
』
を

取
り
上
げ
、
『
太
一
生
水
』
と
『
老
子
』
の
道
の
関
係
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

本
章
で
は
『
太
一
生
水
』
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
甲
•
乙
．

丙
三
種
の
竹
簡
『
老
子
』
の
側
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
こ
の

三
種
の
『
老
子
』
写
本
は
、
墓
主
が
生
前
所
持
し
て
い
た
書
籍
で

あ
る
。
上
述
し
た
前
三

0
0
年
説
に
依
拠
し
て
考
え
る
と
、
墓
主

が
七
十
歳
を
超
す
高
齢
で
、
か
つ
楚
の
東
宮
の
師
だ
っ
た
以
上
、

墓
主
が
『
太
一
生
水
』
や
『
老
子
』
甲
・
乙
・
丙
を
入
手
し
た
時
期

は
、
前
三

0
0
年
を
数
十
年
は
遡
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
仮
に
三
十
年
遡
ら
せ
て
前
三
三

0
年
頃
と
す
れ
ば
、
原

著
の
成
立
は
当
然
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
。

一
般
に
原
著
が
成
立
し
た
後
、
転
写
を
重
ね
て
写
本
が
流
布
す

る
ま
で
に
は
、
相
当
の
期
間
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

そ
の
幅
を
ど
ん
な
に
短
く
想
定
し
て
も
、
十
年
か
二
十
年
は
遡
ら

せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
推
理
す
る
と
、
『
太
一
生
水
』

や
『
老
子
』
の
成
立
時
期
は
、
戦
国
中
期
（
前
三
四
二

S
前
二
八

二
年
）
の
初
め
か
、
戦
国
初
期
（
前
四

0
三
年

S
前
三
四
三
年
）

と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
特
に
『
老
子
』
の
側

は
後
述
す
る
理
由
か
ら
、
春
秋
最
末
ま
で
遡
る
可
能
性
も
否
定
は

で
き
な
い
。

さ
て
郭
店
楚
簡
の
『
老
子
』
に
は
、
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
問
題
が
存
在
す
る
。
一
九
九
二
年
に
湖
南
省
長

沙
馬
王
堆
の
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
甲
・
乙
二
種
の
吊
書
『
老
子
』

は
、
現
行
本
と
大
差
な
い
完
全
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
竹
簡
『
老
子
』
の
方
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
現
行
本
八
十
一
章

に
比
べ
て
分
量
が
は
る
か
に
少
な
く
、
三
本
を
合
計
し
て
も
現
行

本
の
三
分
の
一
を
若
干
上
回
る
三
十
一
章
分
し
か
な
い
。

こ
う
し
た
現
象
を
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
―
つ
の
立
場
は
、
当
時
す
で
に
現
行
本
と
大
差
の
な

い
完
全
な
『
老
子
』
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
て
、
甲
・
乙
．
丙

の
三
本
は
、
そ
れ
を
抄
録
し
た
抄
本
だ
と
す
る
解
釈
で
あ
る
（
注
3
)
0

も
う
―
つ
の
立
場
は
、
当
時
は
ま
だ
現
行
本
の
よ
う
な
『
老
子
』

の
テ
キ
ス
ト
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
三
種
の
竹
簡
本
は
、
『
老
子
』

が
今
の
形
に
形
成
さ
れ
て
い
く
途
中
の
、
過
渡
的
姿
を
示
す
も
の

(2) 
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だ
と
す
る
解
釈
で
あ
る
（
注
4
)
0

筆
者
は
前
者
の
見
方
、
す
な
わ
ち
竹
簡
『
老
子
』
を
完
本
か
ら

節
録
し
た
抄
本
と
見
る
解
釈
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
も
し
三
種
の

『
老
子
』
が
抄
本
で
は
な
く
、
形
成
途
中
の
過
渡
的
な
姿
を
示
す

テ
キ
ス
ト
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
三
本
に
は
コ
ア
（
核
）
に
な
る
共

通
部
分
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
に
書
か
れ
た

コ
ア
部
分
を
中
心
に
、
二
次
・
三
次
と
し
だ
い
に
増
益
部
分
が
付
け

加
え
ら
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
今
の
形
に
定
着
し
た
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
古
い
時
期
の
写
本
に
は
コ
ア
部
分
以
外
の
増
益
部
分
が

少
な
く
、
新
し
い
時
期
の
写
本
に
は
増
益
部
分
が
多
い
と
の
現
象

が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
三
本
の
間
に
は
、
そ
う
し

た
現
象
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。

三
本
の
間
に
見
ら
れ
る
共
通
部
分
は
、
甲
本
と
丙
本
に
現
行
本

『
老
子
』
の
第
六
十
四
章
が
含
ま
れ
る
と
い
う
、
わ
ず
か
一
例
に

と
ど
ま
る
（
注
5)°

つ
ま
り
三
本
の
間
に
は
、
『
老
子
』
の
原
初
部
分

と
見
な
せ
る
よ
う
な
共
通
部
分
が
、
全
く
存
在
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
向
で
三
本
を
形
成
途
上
の
テ
キ
ス

ト
と
見
る
解
釈
は
、
到
底
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
エ
法
の
よ
う
に
『
老
子
』
は
幾
つ
か
の

部
分
ご
と
に
別
々
に
作
ら
れ
、
後
で
そ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
て
完
成

し
た
と
想
定
し
、
三
本
を
そ
の
部
分
品
と
見
な
す
こ
と
は
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
も
し
同
一
人
物
が
各
プ
ロ
ッ
ク
の
作
者
な
の
だ
と
す

れ
ば
、
そ
も
そ
も
そ
の
人
物
に
は
、
そ
う
し
た
エ
法
を
採
用
す
べ

き
必
然
性
が
ど
こ
に
も
な
い
。
も
し
複
数
の
人
物
な
い
し
グ
ル
ー

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
者
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に

は
統
一
的
意
図
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
思
想
内
容
は
整
合
性
を
欠

い
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
事
態
を
免
れ
な
い
。
し
か
も
こ
の
場
合
は
、

最
終
的
に
そ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
る
主
体
す
ら
存
在
し
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
向
の
可
能
性
も
全
く
な
い
で
あ
ろ

ろ
ノ

こ
の
よ
う
に
推
理
し
て
く
る
と
、
郭
店
の
竹
簡
『
老
を
、

形
成
途
中
の
姿
を
示
す
三
種
の
テ
キ
ス
ト
と
見
る
解
釈
は
、
ほ
と

ん
ど
成
り
立
た
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
す
れ
ば
郭
店
『
老
子
』
は
、
三
種
類
の
抄
本
だ
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
写
し
た
人
物
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
完

本
『
老
子
』
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
意
図
に
よ
っ
て
、
あ
る

部
分
の
み
を
抄
録
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
甲
本
と
丙
本
の
共
通

部
分
に
も
、
す
で
に
か
な
り
の
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
か
ら
、

同
一
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
三
種
類
の
抄
本
が
作
ら
れ
た
と
も
考
え
が

た
く
、
少
な
く
と
も
甲
本
と
丙
本
は
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
抄

写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
前
三

0
0
年
を
数
十
年
遡
る
時
期
、
遅
く
も
前

三
三

0
年
頃
に
は
、
す
で
に
何
通
り
か
の
『
老
子
』
の
テ
キ
ス
ト

が
広
く
通
行
し
て
い
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
前
に
も
述
べ
た

(3) 
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よ
う
に
、
原
著
が
成
立
し
て
か
ら
、
転
写
が
重
ね
ら
れ
て
広
く
伝

播
す
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
期
間
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
老

子
』
の
成
立
時
期
は
、
墓
主
が
『
老
子
』
抄
本
を
入
手
し
た
時
期

か
ら
、
さ
ら
に
数
十
年
は
遡
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
老
子
』

は
、
戦
国
初
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ

し
て
幅
の
取
り
方
に
よ
っ
て
は
、
春
秋
末
に
成
立
し
て
い
た
可
能

性
す
ら
、
完
全
に
否
定
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
老
子
』
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
従
来
の
通

説
よ
り
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
点
は
、
郭
店
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
『
語
叢
』
の
内
容
に

よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
『
語
叢
』
は
一
·
ニ
・
三
•
四
に
分
か
れ

る
。
そ
の
全
体
的
内
容
を
通
観
す
る
と
、
「
己
を
知
り
て
而
る
後
に

人
を
知
る
。
人
を
知
り
て
而
る
後
に
礼
を
知
る
。
礼
を
知
り
て
而

る
後
に
行
を
知
る
」
（
『
語
叢
』
一
）
と
か
「
義
は
徳
の
肇
な
り
」

（
『
語
叢
』
三
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
儒
家
思
想
に
関
わ
る
文
章
が

あ
っ

大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
「
易
は
天
道
と
人
道
を
会
む
る
所
以

な
り
」
「
詩
は
古
今
の
志
を
会
む
る
所
以
な
り
」
「
春
秋
は
古
今
の

事
を
会
む
る
所
以
な
り
」
（
『
語
叢
』
一
）
な
ど
と
、
「
六
経
」
に

関
す
る
記
述
も
見
え
る
（
注
6
)
0

ま
た
「
天
の
為
す
所
を
知
り
、
人
の
為
す
所
を
知
り
て
、
然
る

後
に
道
を
知
る
。
道
を
知
り
て
然
る
後
に
命
を
知
る
」
（
『
語
叢
』

-
）
「
命
を
知
る
者
は
望
む
こ
と
亡
し
」
（
『
語
叢
』
二
）
と
、
郭

店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の

え
る
。だ

が
そ
の
一
方
で
、
「
物
と
し
て
物
と
せ
ざ
る
こ
と
亡
け
れ
ば
、

皆
焉
に
至
る
。
而
し
て
己
の
之
を
取
る
者
に
非
ざ
る
こ
と
亡
し
」

（
『
語
叢
』
一
）
と
、
慎
到
の
思
想
に
似
た
も
の
や
（
注
7
)
、
「
天
道

を
察
し
て
、
以
て
民
の
気
を
化
す
」
（
同
）
の
よ
う
に
、
道
家
思
想

に
関
係
す
る
か
と
思
わ
れ
る
文
章
も
散
見
す
る
。
さ
ら
に
は
「
邦

し
た

に
巨
雄
有
ら
ば
、
必
ず
先
ず
之
に
与
し
み
て
以
て
朋
と
為
せ
」
と

か
、
「
勇
力
邦
に
聞
こ
ゆ
と
雖
も
、
材
に
如
か
ず
。
金
玉
堂
に
盈
つ

る
も
、
謀
に
如
か
ず
。
衆
強
甚
だ
多
き
も
、
時
に
如
か
ず
。
故
に

謀
は
貴
ぶ
べ
し
と
為
す
」
（
『
語
叢
』
四
）
の
よ
う
に
、
国
内
の
豪

族
を
真
っ
先
に
手
懐
け
よ
と
か
、
計
謀
を
重
視
せ
よ
と
説
く
統
治

術
も
含
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
語
叢
』
全
体
は
、
特
定
の
学
派
の
思
想
に
よ
っ

て
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
。
恐
ら
く
は
楚
の
「
東
宮
の
師
」
だ
っ

た
墓
主
が
、
太
子
の
教
育
に
有
益
と
見
な
し
た
文
章
を
、
各
種
の

文
献
か
ら
抜
粋
し
て
編
集
し
た
教
材
な
の
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
そ
の
中
に
、
『
老
子
』
風
の
文
章
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
凡
そ
物
は
亡
（
無
）
由
り
生
ず
」
と
か
、
「
有
は
名
よ

り
生
ず
」
（
『
語
叢
』
一
）
と
い
っ
た
も
の
で
、
前
者
は
『
語
叢
』

一
に
二
度
出
て
く
る
。
万
物
が
無
よ
り
生
ず
る
と
の
思
考
は
、
儒

家
思
想
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
『
老
子
』
に
「
天
下
の
物
は
有

「
天
人
之
分
」
に
近
似
し
た
思
考
も
見

(4) 
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よ
り
生
じ
、
有
は
無
よ
り
生
ず
」
（
『
老
子
』
第
四
十
章
）
と
あ
る

の
を
下
敷
き
に
し
た
思
考
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
注
8
)
。
ま
た

有
の
世
界
は
人
間
に
よ
る
命
名
行
為
か
ら
発
生
す
る
と
の
思
考
も
、

『
老
子
』
第
一
章
に
「
元
名
は
万
物
の
始
め
な
り
。
有
名
は
万
物

の
母
な
り
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
思
考
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る。
『
語
叢
』
が
示
す
こ
う
し
た
現
象
か
ら
は
、
墓
主
が
儒
家
思
想

の
み
な
ら
ず
、
『
老
子
』
系
統
の
道
家
思
想
に
も
触
れ
て
い
た
状
況

が
窺
え
る
（
注
9)°

こ
の
点
も
、
『
老
子
』
の
成
立
が
従
来
考
え
ら
れ

て
き
た
よ
り
も
か
な
り
古
く
、
『
老
子
』
の
思
想
が
戦
国
中
期
に
は

す
で
に
知
識
人
の
間
に
相
当
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
章
で
は
『
太
一
生
水
』
の
思

想
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
注
10)°

『
太
一
生
水
』
の
前
半
に
は
、

次
の
よ
う
な
宇
宙
生
成
論
が
説
か
れ
る
。

太
一
水
を
生
ず
。
水
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
天
を

成
す
。
天
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
地
を
成
す
。
〔
天

地
復
た
相
輔
け
〕
、
是
を
以
て
神
明
を
成
す
。
神
明
復
た
相
輔

け
、
是
を
以
て
陰
陽
を
成
す
。
陰
陽
復
た
相
輔
け
、
是
を
以

て
四
時
を
成
す
。
四
時
復
た
〔
相
〕
輔
け
、
是
を
以
て
消
熱

を
成
す
。
淮
熱
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て
淵
燥
を
成
す
。
淵

燥
復
た
相
輔
け
、
歳
を
成
し
て
止
む
。

こ
こ
に
は
、
宇
宙
の
根
源
で
あ
る
太
一
か
ら
水
が
生
じ
、
太
一

と
水
か
ら
天
が
生
じ
、
太
一
と
天
か
ら
地
が
生
じ
、
天
と
地
か
ら

神
と
明
が
生
じ
、
神
と
明
か
ら
陰
と
陽
が
生
じ
、
陰
と
陽
か
ら
四

時
が
生
じ
、
四
時
か
ら
消
（
寒
）
と
熱
（
暑
）
が
生
じ
、
准
と
熱

か
ら
淵
と
燥
が
生
じ
、
淵
と
燥
に
よ
り
歳
（
一
年
）
が
完
成
す
る

と
の
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
宇
宙
の
発
生

か
ら
完
成
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
世
界
が
分
節
化
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
段
階
を
追
う
も
の
で
、
一
種
の
宇
宙
生
成
論
と
な
っ
て

い
る
。次

に
『
太
一
生
水
』
は
、
前
記
の
プ
ロ
セ
ス
を
逆
方
向
に
辿
り

は
じ
め
る
。

故
に
歳
と
は
、
淵
燥
の
生
ず
る
所
な
り
。
淵
燥
と
は
、
消
熱

の
生
ず
る
所
な
り
。
消
熱
と
は
、
〔
四
時
の
生
ず
る
所
な
り
〕
。

四
時
と
は
、
陰
陽
の
生
ず
る
所
な
り
。
陰
陽
と
は
、
神
明
の

生
ず
る
所
な
り
。
神
明
と
は
、
天
地
の
生
ず
る
所
な
り
。
天

地
と
は
、
太
一
の
生
ず
る
所
な
り
。

こ
こ
で
は
前
記
の
段
階
を
遡
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
が
、
太
一

か
ら
天
地
が
生
ず
る
過
程
は
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
水
の
関
与
に

は
言
及
さ
れ
な
く
な
る
。

(5) 
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続
い
て
『
太
生
水
』
は
、
太
一
が
い
か
に
絶
対
的
な
存
在
で

あ
る
か
を
強
調
し
は
じ
め
る
。

ひ

そ

め

ぐ

ま

是
の
故
に
太
一
は
水
に
蔵
み
、
時
に
行
い
、
周
り
て
或
た
〔
始

あ
る

ま
り
、
己
を
以
て
〕
万
物
の
母
と
〔
為
す
〕
。
一
と
き
は
餓
け
、

一
と
き
は
盈
ち
て
、
紀
ぶ
る
を
以
て
万
物
の
経
と
為
る
。
此

ほ

ろ

ぽ

あ

ら

た

れ
天
の
殺
す
こ
と
能
わ
ざ
る
所
、
地
の
腋
む
る
こ
と
能
わ
ざ

る
所
に
し
て
、
陰
陽
の
成
す
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
君
子

の
此
を
知
る
は
、
之
を
口
と
謂
う
。

こ
こ
で
は
太
一
は
、
「
万
物
の
母
」
と
か
「
万
物
の
経
」
と
形
容

さ
れ
、
太
一
の
変
幻
自
在
の
働
き
に
は
、
天
地
や
陰
陽
も
一
切
干

渉
で
き
な
い
と
し
て
、
そ
の
至
高
性
・
絶
対
性
が
顕
彰
さ
れ
る
。
こ

れ
は
丁
度
、
「
物
有
り
混
成
す
。
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
。
寂
た
り

塞
た
り
。
独
立
し
て
改
ま
ら
ず
。
以
て
天
地
の
母
と
為
す
べ
し
」

（
『
老
子
』
第
二
十
五
章
）
と
形
容
さ
れ
る
、
『
老
子
』
に
お
け
る

道
と
同
じ
位
置
づ
け
と
言
え
る
。

後
半
部
分
に
入
る
と
太
一
は
全
く
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
代
わ

り
に
『
太
一
生
水
』
は
、
天
地
と
道
の
関
係
に
主
題
を
移
行
さ
せ

る。

天
道
は
弱
き
を
貴
ぶ
。
成
る
を
省
く
者
は
以
て
生
を
益
す
者

ほ
こ

な
り
。
強
き
に
伐
ら
ば
、
〔
死
に
〕
責
め
ら
る
。
下
土
な
る
も

の
は
、
而
ち
之
を
地
と
謂
う
。
上
気
な
る
も
の
は
、
而
ち
之

あ
ざ
な

を
天
と
謂
う
。
道
は
亦
た
其
の
字
な
り
。
請
う
、
其
の
名
を

問
わ
ん
。
道
を
以
て
事
に
従
う
者
は
、
必
ず
其
の
名
に
宅
す
。

故
に
事
成
り
て
身
長
ず
。
聖
人
の
事
に
従
う
や
、
亦
た
其
の

名
に
宅
す
。
故
に
功
成
り
て
身
傷
つ
か
ず
。
天
地
の
名
と
字

と
並
ぶ
。
故
に
其
の
方
を
過
ぐ
れ
ば
、
相
当
た
ら
ん
と
思
わ

ず
。
〔
天
は
〕
西
北
に
於
て
〔
足
ら
ず
〕
、
其
の
下
は
高
く
し

て
以
て
強
し
。
地
は
東
南
に
於
て
足
ら
ず
、
其
の
上
は
〔
低

く
し
て
以
て
強
し
。
上
に
足
ら
ざ
る
〕
者
は
、
下
に
余
り
有

り
。
下
に
足
ら
ざ
る
者
は
、
上
に
余
り
有
り
。

ま
ず
作
者
は
、
「
天
の
道
は
、
猶
お
弓
を
張
る
が
ご
と
し
。
高
き

者
は
之
を
抑
え
、
下
き
者
は
之
を
挙
ぐ
。
余
り
有
る
者
は
之
を
損

ら
し
、
足
ら
ざ
る
者
は
之
を
補
う
」
と
す
る
『
老
子
』
第
七
十
七

章
と
似
た
発
想
で
、
天
道
を
登
場
さ
せ
る
。
前
半
部
分
に
は
天
道

の
語
は
全
く
見
え
ず
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、

唐
突
の
感
を
免
れ
な
い
。
恐
ら
く
は
天
地
と
道
の
関
係
に
論
点
を

移
行
す
る
繋
ぎ
と
し
て
、
こ
こ
に
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
作
者
は
、
天
と
地
の
内
実
を
示
す
。
上
に
昇
っ
た
気
が
天

で
あ
り
、
下
に
積
も
っ
た
土
が
地
で
あ
る
と
の
説
明
は
、
天
地
に

対
す
る
即
物
的
な
定
義
で
、
そ
こ
に
天
地
を
神
格
化
す
る
思
考
は

稀
薄
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
直
後
に
、
「
道
は
亦
た
其
の
字

な
り
。
請
う
、
其
の
名
を
問
わ
ん
」
と
か
、
「
天
地
の
名
と
字
と
並

ぶ
」
な
ど
と
、
天
地
と
道
を
同
一
視
す
る
主
張
が
展
開
さ
れ
る
点

で
あ
る
。
天
道
と
同
様
、
道
も
ま
た
前
半
部
分
で
は
一
切
言
及
さ

(6) 
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れ
る
こ
と
が
な
く
、
こ
こ
に
突
然
登
場
す
る
が
、
こ
の
道
と
は
当

然
『
老
子
』
の
道
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

作
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
天
地
の
側
は
そ
の
名
（
本
名
）
で
、

道
の
側
は
そ
の
字
（
呼
び
名
）
だ
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
道

と
天
地
は
実
は
全
く
同
じ
も
の
で
、
あ
る
と
き
は
道
と
呼
ば
れ
た

り
、
あ
る
と
き
は
天
地
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
老
子
』
第
二
十
五
章
に
は
、
「
物
有
り
混
成
す
。
天
地
に
先
だ

ち
て
生
ず
。
寂
た
り
塞
た
り
。
独
立
し
て
改
ま
ら
ず
。
以
て
天
地

の
母
と
為
す
べ
し
。
吾
れ
未
だ
其
の
名
を
知
ら
ず
。
之
に
字
し
て

道
と
日
う
。
吾
れ
強
い
て
之
が
名
を
為
し
て
大
と
日
う
」
と
あ
る
。

天
地
の
字
を
道
と
す
る
発
想
は
、
恐
ら
く
『
老
子
』
の
こ
の
箇
所

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
老
子
』
で
は
、
宇
宙
の

本
体
・
根
源
で
あ
る
道
が
天
地
に
先
行
・
優
越
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
『
太
一
生
水
』
で
道
と
天
地
が
同
一
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
重

要
な
違
い
で
あ
る
。

そ
し
て
「
道
を
以
て
事
に
従
う
者
」
や
「
聖
人
」
も
、
外
部
に

表
明
す
る
際
に
は
、
「
其
の
名
に
宅
せ
」
て
、
自
分
は
天
地
の
在
り

方
を
規
範
と
仰
い
で
事
業
を
行
っ
た
の
だ
と
、
本
名
で
あ
る
天
地

の
側
の
み
を
称
す
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
道
に
則
っ
て
事
業
に
成

功
し
た
り
、
保
身
に
成
功
し
た
者
も
、
す
べ
て
天
地
に
則
っ
て
成

功
し
た
と
の
み
称
す
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
『
太
一
生
水
』
の
作
者
は
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
道
の
実

体
を
天
地
と
規
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
老

子
』
に
お
い
て
は
、
道
は
天
地
に
先
だ
っ
て
生
じ
た
天
地
の
母
と

さ
れ
て
お
り
、
道
が
母
で
天
地
が
子
だ
と
の
格
差
は
歴
然
と
し
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
と
天
地
を
同
一
視
す
る
と
な
れ
ば
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
道
の
格
下
げ
と
な
る
。
と
す
れ
ば
作
者
の
意
図

は
、
前
半
部
分
に
お
い
て
太
一
を
宇
宙
の
根
源
と
し
て
き
た
自
己

の
立
場
を
守
る
べ
く
、
『
老
子
』
の
道
が
持
つ
至
高
性
・
絶
対
性
を

否
定
し
て
、
道
を
太
一
の
下
位
、
天
地
の
位
置
に
降
格
し
、
太
一

に
従
属
さ
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

作
者
は
『
太
一
生
水
』
の
最
後
で
、
天
地
と
方
角
の
関
係
を
述

べ
る
。
こ
れ
は
中
国
大
陸
が
、
西
北
の
山
脈
に
向
か
っ
て
高
く
な

り
、
東
南
の
海
に
向
か
っ
て
低
く
な
る
地
理
的
特
色
を
踏
ま
え
た

思
考
で
、
西
北
で
は
地
に
余
り
が
あ
っ
て
強
力
な
の
に
対
し
て
、

天
は
不
足
し
て
弱
体
で
あ
り
、
逆
に
東
南
で
は
天
に
余
り
が
あ
っ

て
強
力
な
の
に
対
し
て
、
地
は
不
足
し
て
弱
体
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
天
も
地
も
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
と
す
る
方
面
を
は

ず
れ
て
し
ま
え
ば
、
相
手
と
拮
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、

万
能
の
絶
対
者
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
限
界

性
を
持
つ
天
地
が
道
の
実
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
道
も
当
然
万
能
で

は
な
く
、
も
は
や
至
高
・
絶
対
の
存
在
で
は
あ
り
得
な
い
。

『
太
一
生
水
』
の
前
半
部
分
が
語
る
よ
う
に
、
「
天
地
は
太
一
の

(7) 
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『
太
一
生
水
』
の
前
半
部
分
で
説
か
れ
る
宇
宙
生
成
論
の
プ
ロ

セ
ス
に
は
、
『
老
子
』
の
道
は
全
く
姿
を
見
せ
ず
、
太
一
を
絶
対
者

と
す
る
体
系
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
判
断
す
る
と
、

本
来
そ
れ
は
、
道
を
絶
対
者
と
す
る
『
老
子
』
の
宇
宙
生
成
論
と

は
全
く
別
系
統
の
思
想
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
両
者
の
先
後
関
係
は
不
明
で
、
太
一
の
系
統
が
先
行
し
て

い
て
、
後
に
『
老
子
』
に
よ
っ
て
道
の
系
統
が
提
出
さ
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
し
、
そ
の
逆
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
少

な
く
も
『
太
一
生
水
』
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
、
作
者
は
『
老
子
』

の
道
を
意
識
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
系
統
を
、
太
一
を
道
に
優

先
さ
せ
る
形
で
調
停
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四

生
ず
る
所
」
で
あ
り
、
太
一
が
「
天
の
殺
す
こ
と
能
わ
ざ
る
所
、

地
の
盛
む
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
」
な
の
で
あ
れ
ば
、
太
一
は
天
地

す
な
わ
ち
道
よ
り
も
、
明
ら
か
に
上
位
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
太
一
生
水
』
の
作
者
は
、
後
半
部
分
に

お
い
て
、
道
の
実
体
を
天
地
と
規
定
す
る
操
作
を
加
え
る
手
段
に

よ
り
、
『
老
子
』
の
中
で
最
高
位
を
占
め
る
道
を
二
番
目
の
地
位
に

降
格
し
、
太
一
こ
そ
が
最
高
位
に
あ
る
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
。

実
は
こ
れ
と
同
様
の
現
象
が
『
老
の
中
に
も
存
在
し
て
い

る
。
古
代
中
国
に
お
い
て
は
、
「
臭
天
上
帝
、
則
ち
我
に
遺
さ
ず
ん

ば
、
胡
ぞ
相
け
畏
れ
ざ
ら
ん
や
」
（
『
詩
経
』
大
雅
・
雲
漢
）
と
か
、

「
惟
れ
皇
な
る
上
帝
、
衷
を
下
民
に
降
す
」
（
『
書
経
』
湯
詰
）
と
、

有
意
志
の
人
格
神
と
し
て
の
上
天
・
上
帝
こ
そ
が
、
絶
え
ず
地
上
を

監
視
し
て
天
命
を
降
し
、
人
間
世
界
の
禍
福
・
吉
凶
を
主
宰
す
る
宇

宙
の
絶
対
神
で
あ
り
、
万
物
の
創
造
主
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

た。
と
こ
ろ
が
『
老
子
』
で
は
、
「
道
は
沖
し
く
し
て
之
を
用
う
る
も

又
た
盈
た
ず
。
淵
呵
と
し
て
、
万
物
の
宗
に
似
た
り
。
（
中
略
）
帝

か
た
ち

の
先
に
象
す
」
（
第
四
章
）
と
、
道
は
上
帝
に
さ
え
先
行
し
て
存
在

し
た
「
万
物
の
宗
」
な
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
老
子
』

は
、
上
帝
が
宇
宙
の
最
高
位
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
道
こ
そ
が
宇

宙
の
最
高
位
に
あ
る
の
だ
と
主
張
し
て
既
成
の
序
列
に
挑
戦
し
、

上
帝
を
道
の
下
位
に
降
格
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
『
老
子
』
の
道
の
出
現
は
、
上
帝
・
天
地
・
陰
陽
・
四
時
・
日

月
・
星
辰
な
ど
を
天
道
の
構
成
要
素
と
し
た
上
で
、
人
間
は
そ
れ
ら

が
示
す
理
法
に
従
う
べ
き
だ
と
す
る
古
代
天
道
思
想
に
対
し
て
、

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
『
老
子
』
の
道
が
、
宇
宙
の
一
な
る
本
体
・

根
源
と
し
て
出
現
し
た
た
め
、
『
老
子
』
の
思
想
を
自
己
の
中
に
取

り
入
れ
た
天
道
思
想
は
、
上
帝
・
天
地
・
陰
陽
•
四
時
・
日
月
・
星
辰
な

ど
の
諸
要
素
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
自
己
の
天
道
と
、
『
老
子
』
の
道

(8) 
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と
の
関
係
調
整
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
馬
王
堆
漢
墓
よ
り

出
土
し
た
黄
帝
書
『
経
法
』
『
十
六
経
』
な
ど
で
は
、
両
者
の
関
係

が
未
だ
整
合
的
に
調
整
さ
れ
な
い
ま
ま
、
雑
然
と
混
在
す
る
状
況

を
残
し
て
い
る
（
注
11)°

だ
が
黄
帝
書
の
一
っ
『
道
原
』
で
は
、
次

の
よ
う
な
形
で
両
者
の
関
係
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。

万
物
は
之
を
得
て
以
て
生
じ
、
百
事
は
之
を
得
て
以
て
成
る
。

人
は
皆
之
を
以
う
る
も
、
其
の
形
を
見
る
こ
と
莫
し
。
一
と

は
其
の
号
な
り
。
虚
は
其
の
舎
な
り
。
元
為
は
其
の
素
な
り
。

な
ら

和
は
其
の
用
な
り
。
（
中
略
）
独
立
し
て
偶
ば
ず
。
万
物
之
に

能
＜
令
す
る
も
の
莫
し
。
天
地
陰
陽
、
四
時
日
月
、
星
辰
雲

気
、
鼓
行
饒
動
、
戴
根
の
徒
、
皆
生
を
取
る
も
、
道
は
少
な

き
を
益
す
と
為
さ
ず
。
皆
焉
に
反
る
も
、
道
は
多
き
を
益
す

と
為
さ
ず
。

す
な
わ
ち
『
道
原
』
は
、
天
道
を
『
老
子
』
の
道
の
下
位
に
従

属
さ
せ
る
形
で
、
両
者
の
関
係
を
調
整
し
た
の
で
あ
る
（
注
12)
。
『
老

子
』
の
道
の
出
現
は
、
あ
た
か
も
多
神
教
の
世
界
に
突
如
と
し
て

一
神
教
が
持
ち
込
ま
れ
る
に
似
た
衝
撃
を
、
天
道
思
想
に
与
え
た
。

そ
の
結
果
、
天
道
思
想
の
側
は
概
ね
『
道
原
』
の
よ
う
な
形
態
で
、

両
者
の
関
係
を
調
整
し
て
い
く
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
主
に
道
家
思

想
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
た
整
合
化
で
あ
っ
て
、
儒
家
思
想
や
墨
家

思
想
の
側
で
は
、
依
然
と
し
て
上
天
・
上
帝
が
宇
宙
の
最
高
神
で
あ

り
続
け
る
。
し
か
も
道
家
思
想
の
範
囲
内
に
お
け
る
調
整
に
も
、

上
帝
と
道
の
上
下
関
係
に
な
お
曖
昧
さ
が
残
る
と
い
っ
た
課
題
が

残
さ
れ
た
。

前
漢
前
期
に
お
け
る
黄
老
道
の
流
行
は
、
上
帝
に
対
す
る
『
老

子
』
の
道
の
地
位
を
、
相
対
的
に
上
昇
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
。

黄
老
道
を
排
除
し
て
儒
教
を
採
用
せ
ん
と
し
た
武
帝
は
、
黄
老
道

に
取
っ
て
代
わ
る
儒
家
的
天
人
相
関
思
想
の
提
出
を
董
仲
舒
に
求

め
た
が
、
そ
の
際
董
仲
舒
は
、
道
を
明
確
に
天
の
下
位
に
従
属
さ

せ
る
理
論
を
提
出
し
て
、
武
帝
の
要
求
に
応
え
た
（
注
13)0

こ
の
よ
う
に
『
老
子
』
の
道
の
登
場
は
、
宇
宙
の
絶
対
者
の
地

位
を
め
ぐ
り
、
上
天
・
上
帝
に
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
を
出
現
さ
せ
る
役

割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
思
想
史
の
流
れ
を
踏
ま

え
る
と
、
太
一
を
至
高
の
存
在
に
据
え
る
『
太
一
生
水
』
の
内
容

は
、
極
め
て
興
味
深
い
。
今
回
の
『
太
一
生
水
』
の
発
見
に
よ
り
、

す
で
に
戦
国
中
期
以
前
に
、
『
老
子
』
の
道
に
対
抗
し
て
太
一
を
最

高
位
に
据
え
よ
う
と
す
る
思
想
的
試
み
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、

我
々
は
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。

『
太
一
生
水
』
の
作
者
は
、
太
一
を
根
源
と
し
、
太
一
が
天
地
・

神
明
・
陰
陽
・
四
時
・
消
熱
・
淵
燥
を
従
え
る
宇
宙
生
成
論
を
形
成
す

る
と
と
も
に
、
『
老
子
』
の
道
の
実
体
を
天
地
と
規
定
す
る
操
作
に

五

(9) 
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よ
り
、
道
を
太
一
の
下
位
に
従
属
さ
せ
て
、
太
一
を
至
高
の
地
位

に
据
え
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
で
は
そ
の
後
、
こ
の
両
者
の
上
下

関
係
は
ど
の
よ
う
に
決
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
荘
子
』
天
下
篇

に
は
、
太
一
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

本
を
以
て
精
と
為
し
、
物
を
以
て
粗
と
為
し
、
積
む
こ
と
有

る
を
以
て
足
ら
ず
と
為
し
、
溜
然
と
し
て
独
り
神
明
と
与
に

居
る
。
古
え
の
道
術
、
是
に
在
る
者
有
り
。
関
手
・
老
睛
は
其

の
風
を
聞
き
て
之
を
悦
び
、
之
を
建
つ
る
に
常
無
有
を
以
て

し
、
之
を
主
と
す
る
に
太
一
を
以
て
し
、
濡
弱
謙
下
を
以
て

表
と
為
し
、
空
虚
に
し
て
万
物
を
毀
た
ざ
る
を
以
て
実
と
為

す。
こ
れ
は
荘
周
学
派
に
よ
る
関
手
・
老
睛
学
派
へ
の
批
評
で
あ
る
。

こ
の
評
言
は
、
全
体
と
し
て
『
老
子
』
の
特
色
に
よ
く
合
致
し
て

い
る
が
、
『
老
子
』
が
道
を
宇
宙
の
本
体
・
根
源
と
し
た
と
の
直
接

的
表
現
は
見
え
ず
、
代
わ
り
に
「
之
を
主
と
す
る
に
太
一
を
以
て

す
」
と
の
表
現
が
取
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
荘
子
』
天
下

篇
で
は
、
太
一
は
道
の
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。同

様
の
現
象
は
『
呂
氏
春
秋
』
大
楽
篇
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で

は
「
道
な
る
者
は
至
精
な
り
。
形
を
為
す
べ
か
ら
ず
、
名
を
為
す

べ
か
ら
ず
。
彊
い
て
之
が
名
を
為
し
て
、
之
を
太
一
と
謂
う
」
と
、

天
下
篇
よ
り
も
明
確
に
太
一
が
道
の
別
称
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、
『
呂
氏
春
秋
』
が
編
纂
さ
れ
た
戦
国
末
に
は
、
太
一
は
道
の

別
称
で
あ
る
と
の
理
解
が
、
す
で
に
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
漢
代
に
入
る
と
、
「
太
一
な
る
物
は
、
天
地
を
牢
籠
し
、

山
川
を
弾
圧
し
、
陰
陽
を
含
吐
し
、
四
時
を
伸
曳
し
、
八
極
を
紀

綱
し
、
六
合
を
経
緯
す
」
（
『
淮
南
子
』
本
経
訓
）
と
か
、
「
天
地

な

を
洞
同
し
、
渾
沌
と
し
て
撲
為
り
て
、
未
だ
造
ら
ず
し
て
物
を
成

す
は
、
之
を
太
一
と
謂
う
」
（
同
・
詮
言
訓
）
と
、
太
一
が
天
道
を

従
え
る
『
老
子
』
の
道
の
別
称
で
あ
る
と
の
理
解
は
、
ほ
と
ん
ど

定
着
し
た
感
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
同
一
視
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
を

想
定
で
き
る
。
郭
店
楚
簡
は
、
竹
簡
の
両
端
が
平
斉
の
も
の
と
梯

形
の
も
の
と
の
二
種
類
あ
り
、
竹
簡
を
編
む
皮
紐
の
数
も
、
両
道

の
も
の
と
三
道
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
竹
簡
の
寸
法
に
も
六
か

ら
七
種
類
の
違
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
簡
式
上
の
特
色
を
見
る
と
、

『
老
子
』
甲
本
（
三
十
九
枚
）
は
、
簡
長
が
三
ニ
・
三
、
編
紐
は
両

道
、
編
紐
間
は
一
三
、
両
端
は
梯
形
、
乙
本
（
十
八
枚
）
は
、
簡

長
が
三

O・
六
、
編
紐
は
両
道
、
編
紐
間
は
一
三
、
両
端
は
平
斉
、

丙
本
(
+
四
枚
）
は
、
簡
長
が
二
六
・
五
、
編
紐
は
両
道
、
編
紐
間

は
一

0
・
八
、
両
端
は
平
斉
で
、
『
太
一
生
水
』
（
十
四
枚
）
は
、

簡
長
は
二
六
・
五
、
編
紐
は
両
道
、
編
紐
間
は
一

O
・
八
、
両
端
は

(10) 
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平
斉
で
、
丙
本
と
『
太
一
生
水
』
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
（
注

1
4
)
0

ま
た
両
者
の
書
体
も
同
一
人
の
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
は
、
丙
本
と
『
太
一
生

水
』
は
と
も
に
一
篇
を
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
郭
店
楚
簡
が
書
写
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
そ
う
し
た
形

態
が
取
ら
れ
て
い
た
の
か
、
書
写
時
点
で
初
め
て
そ
う
し
た
形
態

が
取
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
も
『
老
子
』
抄
本

と
『
太
一
生
水
』
を
合
わ
せ
た
形
の
テ
キ
ス
ト
が
、
戦
国
期
に
通

行
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
は
い
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
形
態
の
テ
キ
ス
ト
の
流
布
は
、
『
老
子
』
の
道
と
『
太

一
生
水
』
の
太
一
を
同
一
視
す
る
誤
解
を
、
当
然
の
ご
と
く
生
じ

さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
単
な
る
誤
解
で
は
な
く
、
『
老
子
』

を
奉
ず
る
学
派
内
に
お
い
て
、
道
に
挑
戦
し
て
き
た
太
一
を
、
実

は
道
の
別
称
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
処
理
し
て
、
太
一
を
道
に
吸
収

す
る
試
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
両
者
を
同
一
視
す
る
理

解
が
定
着
し
て
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
『
老
子
』
の
中
に
、
「
道

は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を

生
ず
」
（
第
四
十
二
章
）
「
一
を
抱
き
て
能
く
離
る
る
こ
と
母
か
ら

ん
か
」
（
第
十
章
）
と
か
、
「
昔
の
一
を
得
た
る
者
は
、
天
は
一
を

得
て
以
て
清
く
、
地
は
一
を
得
て
以
て
寧
し
」
（
第
三
十
九
章
）
な

ど
と
、
道
を
一
と
称
す
る
表
現
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
、
そ
う

し
た
操
作
を
容
易
に
し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間
の
詳
し
い
経
緯
は
、
今
の
段
階
で
は
も
と
よ
り
不
明
な

の
で
は
あ
る
が
、
お
よ
そ
上
述
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
道
家
思

想
の
範
囲
内
で
は
、
太
一
は
道
の
別
称
と
し
て
道
に
吸
収
さ
れ
て

し
ま
い
、
結
果
的
に
『
太
一
生
水
』
の
作
者
の
挑
戦
は
、
実
を
結

ば
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
1
)

発
掘
調
査
の
結
果
は
、
湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
郭
店
一
号

楚
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
七
期
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
は
造
営
時
期
を
「
公
元
前
四
世
紀
中
期
至
前
三
世
紀
初
」
と

す
る
が
、
雀
仁
義
「
荊
門
楚
墓
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」
（
『
荊

門
社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
）
は
、
包
山
楚
墓
よ
り
出
土
し

た
副
葬
品
と
の
比
較
か
ら
、
「
公
元
前
三

0
0
年
」
と
推
定
す
る
。

(
2
)
劉
宗
漢
「
有
関
荊
門
郭
店
一
号
楚
墓
的
両
介
問
題
I
墓
主
人
的

身
伶
与
僑
道
兼
習
ー
ー
ー
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
・
一
九
九
九
年
）
。

(
3
)

中
国
の
研
究
者
の
多
く
は
こ
の
立
場
を
取
る
が
、
代
表
的
な
論
考

と
し
て
は
、
陳
鼓
応
「
従
郭
店
簡
本
看
《
老
子
》
尚
仁
及
守
中
思
想
」

（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
輯
•
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。
ま
た
渡

追
大
「
郭
店
老
子
の
組
分
け
と
竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
文

化
I

研
究
と
教
育
ー
—
_
』
第5
7号
・
九
九
九
年
）
は
、
郭
店
出

注

(11) 
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土
の
『
老
子
』
が
書
写
さ
れ
た
当
時
、
『
老
子
』
は
す
で
に
一
定
の
ま

と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。

(
4
)
池
田
知
久
「
形
成
途
上
に
あ
る
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
郭
店

楚
簡
『
老
子
』
」
（
東
京
大
学
文
学
部
中
国
思
想
文
化
学
研
究
室
・
一
九

九
九
年
、
の
ち
に
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』
東
京
大
学
文
学
部
中
国

思
想
文
化
学
研
究
室
・
一
九
九
九
年
に
も
収
録
）
。

(
5
)

た
だ
し
六
十
四
章
全
体
が
甲
本
と
丙
本
に
共
通
し
て
含
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
今
本
で
言
え
ば
「
為
す
者
は
之
を
敗
り
、
執
す
る

者
は
之
を
失
う
」
か
ら
、
「
以
て
万
物
の
自
然
を
輔
け
、
而
も
敢
え
て

為
さ
ず
」
ま
で
の
後
半
部
分
の
み
が
、
共
通
し
て
存
在
す
る
。

(
6
)
以
下
『
語
叢
』
や
『
太
一
生
水
』
の
引
用
は
、
荊
門
市
博
物
館
『
郭

店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
）
が
収
め
る
裟
錫
圭
氏

の
釈
文
に
よ
る
が
、
異
体
字
の
類
は
で
き
る
限
り
通
行
の
字
体
に
改

め
た
。
ま
た
張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究
第
一
巻
文
字
編
』
（
芸
文

印
書
館
・
一
九
九
九
年
）
や
私
見
に
よ
り
、
裟
錫
圭
氏
の
釈
文
を
改
め

た
箇
所
が
あ
る
が
、
逐
一
の
注
記
を
省
い
た
。

(
7
)

「
是
を
以
て
大
君
は
民
の
能
に
因
り
て
資
と
為
す
。
尽
く
包
み
て
之

を
畜
い
、
能
に
去
取
す
る
こ
と
無
し
」
（
『
慎
子
』
民
雑
篇
）
。

(
8
)
以
下
『
老
子
』
の
引
用
は
、
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
吊
書
『
老
子
』

甲
本
・
乙
本
に
よ
る
。
た
だ
し
章
の
順
番
は
河
上
公
本
に
従
う
。

(
9
)
注
(
2
)
に
前
出
の
劉
氏
論
文
参
照
。

(10)
『
太
一
生
水
』
関
係
の
論
文
は
、
注

(
1
)
に
前
出
の
『
道
家
文
化
研

究
』
に
九
篇
ほ
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

(
1
1
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
小
著
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文
社
・

一
九
九
二
年
）
第
一
部
第
四
章
・
第
五
章
参
照
。

(12)

こ
の
点
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
注
(
1
1
)
の
小
著
第
一
部
第
七
章
参

照。

(
1
3
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
出
の
小
著
第
三
部
第
十
章
参
照
。

(14)
単
位
は
す
べ
て
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

〔
付
記
〕小

論
は
、
筆
者
が
所
属
す
る
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
（
大
阪
大
学
・
湯

浅
邦
弘
、
島
根
大
学
・
福
田
哲
之
、
同
・
竹
田
健
二
、
梅
花
女
子
大
学
・
菅

本
大
二
、
及
び
筆
者
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(12) 


